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東 武 鉄 道 株 式 会 社 
テレキューブサービス株式会社 

 

東武鉄道（本社：東京都墨田区、社長：根津嘉澄）では、テレキューブサービス（本社：東京都      

千代田区、社長：小山田佳裕）が展開するテレワークのための個室型スマートワークブース      

「テレキューブ」を、２０１９年１２月２４日（火）より東武スカイツリーライン 北千住駅に当社で   

初めて設置します。 

これは、駅の空きスペースを有効活用して、近年注目されているテレワークが行える環境を整備し、

沿線における働き方改革を推進するために実施するものです。北千住駅は、１日平均乗降人員が    

約４５万人と東武スカイツリーラインで１番多く、東武鉄道のほかにも４線が乗り入れるジャンク  

ション駅です。多くのお客さまが行き交う駅構内において、移動の隙間時間を有効活用し、ビジネス  

資料の作成や取引先等との情報コミュニケーションが取れるテレワーク空間を整備します。 

今般設置する「テレキューブ」は、１.２ｍ四方のコンパクトなスペースながら、高い遮音性をもった

完全個室に電源やＵＳＢポートを用意し、秘匿性の高い業務や外出先からのＷＥＢ会議の参加等、時間

と場所にこだわらない働き方が可能となります。 

東武鉄道では、駅を中心とした様々なライフステージに対応した新しい生活スタイルの提案を目指し

ており、２０１７年から厚生労働省委託事業を受託し、草加市、富士見市、横浜市で東武グループ    

としてサテライトオフィスを展開しています。今後もお客さまのニーズにあった生活支援の充実を図り、

沿線価値向上に取り組んでまいります。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

                     

 

 

 

１２月２４日（火）より北千住駅にテレワークのための 

 個室型スマートワークブース「テレキューブ」を設置します！ 

 

沿線利用者のテレワーク環境を整備し、働き方改革を推進 

 

このリリースのお問い合わせは、東武鉄道㈱広報部（藪、野原）TEL ０３－３６２１－５６４０ 

テレキューブサービス㈱広報 TEL ０３－６３８６－５３１９  

 

△テレキューブ外観（イメージ） △テレキューブ内観（イメージ） 

△テレキューブ内観（イメージ） 



＜別 紙＞ 

北千住駅における個室型スマートワークブース「テレキューブ」の設置について 

 

１ 使用開始日  ２０１９年１２月２４日（火） 

２ 営業時間   ８：００～２１：００ 

３ 利用料金   ２５０円/１５分 

４ 設置台数   １台 

５ 設置場所   東武スカイツリーライン 北千住駅構内２階北口コンコース 

    

 
 

 

６ 利用方法 

  利用者は会員登録後、専用サイトで予約してご利用いただけます。利用者がいない場合は、即時  

利用もできます。 

 

設置場所 



７ 「テレキューブ」の特徴 

テレキューブはあらゆる場所に設置できる、防音型のスマートワークブースです。内部には    

テーブルとイス、電源コンセントなどが設置されており、セキュリティが保たれた静かな環境で、

ビジネス資料の作成やメールなどの業務や、電話、ＷＥＢ会議などでのコミュニケーションが可能

です。 

公式ホームページ: https://telecube.jp/ 

 〈製品概要〉 

  防音性能：完全密閉型（床部に空気孔と天井部にファン） 

  外  寸：幅 1,200mm×奥行 1,200 ㎜×高さ 2,315mm 

  電 源 等：コンセント×１、ＵＳＢコネクタ×１ 

  入室管理：筐体入口にＱＲコードを表示し、利用者が所持するスマートフォンで開錠 

 

 

＜参 考＞ 

 

サテライトオフィスについて 

 

東武グループでは、２０１７年度から２０１９年度まで、厚生労働省委託事業「『仕事と子育てを   

支援する』サテライトオフィスのモデル事業」に参画し、草加市、富士見市、横浜市でサテライト    

オフィスを展開しています。利用を希望する企業は事前に登録することで無償にて利用できます。 

公式ホームページ：http://www.tobu-satellite.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

△サテライトオフィスふじみ野ナーレ         △サテライトオフィス草加松原 

 

以 上 


